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パークＯツアーin 関西の第

３戦。明石公園は、あの軟式

高校野球での 50 回の死闘の

舞台となった明石トーカロ

球場のある公園。初のワンマ

ンリレー方式の採用で、どん

なレースになったのでしょ

うか。 

 

明石城跡の会場 
明石公園は、明石城跡を中心に作

られた都市公園で、園内には多くの

樹木や植物が繁茂し、変化にとんだ

丘や池、堀は周辺の自然環境と調和

して美しくい公園です。またテニス

コートやあのトーカロ球場や競技

場もあり、さらに中央部分は、城壁

が再現された明石城跡で高低差が

あるので変化に富んだコースが組

めるところである。 

 

初のワンマンリレー方式 
この公園での大会で採用された

のは「ワンマンリレー方式」。主催

者の尾上さんが、近畿ブロックで大

会形態として提案して承認されて

いた方法を、実現しました。都市公

園なので、走行距離がそれほどとれ

ないので、一般的には「地図交換」

での複数地図方式で実施するので

しょうが、今回は通常のリレーで行

われている方法を、個人レースで行

うというものです。 

ＭＡクラスは、地図を３枚用意。

３枚の地図には、それぞれＡ～Ｃに

わけたレッグが３つ存在したもの

を用意。これを組み合わせて、全員

が平等に１～３枚目の地図でＡ，Ｂ，

Ｃを必ず通るようにコースを組ん

で地図を各自に配置していく。例え

ば１枚目 BCC/２枚目 CAB/３枚

目 ABA というふうにすると計

算上は２１６通りの組み合わせ

でレースが組めることになりま

す。 

 

公園内での催しへの対応 
都市公園ということもあり、公園

内では催し物が随時開催されてい

ます。 

事前に何度も打ち合わせをして

いても直前にならないとはっきり

と分からない物もあり大変。２週間

前のコース確認では、ロープで囲ま

れた部分や芝生広場での催し物が

分かりコース変更があり、また地図

を印刷した後に、城跡への建築物が

設置されるということもありまし

た。 

 

晴天のレース日和 
 当日は、晴天が広がる素晴らしい

レース日和。受付はクラスにより開

始時刻をずらしていたため、ぼちぼ

ちとやってきました。 

 まずは、グループや初心者向けの

クラスが、通常のポイントＯ形式な

ので、受付が終わった人から随時競

技説明。今回は、競技にＳＩを使用

するのでその取り扱いの説明も行

っていました。 

城壁の取扱注意 
 今回は、コントローラということ

で事前のコントロールチェックな

どもあったので早くに到着したの

ですが、ＩＳＯＣの生徒も３人が参

加。今回オリエンテーリング２回目

の福山くんはＮクラスでの参戦。前

回の和歌山大会では無難に切り抜

けたので、どうにかなると思ってい

たのですが、今回の城壁に苦労した

ようで、７２番への行き方が分から

ずうろうろしていました。 

 城壁は、Ａクラスでも悩むところ

だったようで、例えば６５→６０の

レッグのあったコースでは、いった

ん下って城壁を登り返すか、高低差

のない東側から回り込むかですが、

あなたならどうしますか。 
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リレークラスのスタート 
 グループクラスのスタートが終

わった後、いよいよリレークラスの

スタートです。リレーなので一斉ス

タート。３枚地図で争うＭＡ，ＷＡ

のスタートを先にして、その他の２

枚地図でのスタートは１０分後と

いうことにしました。 

 まず、地図をセットしている場所

から１枚目の地図を取り、自分の地

図の位置を確認します。みんなのか

け声でカウントダウンをして、スタ

ート！ 

 続いて、10 分後に他のクラスが

スタートなのですが､スタートをす

る前に、トップの人が地図交換に来

てしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＡの表彰 

ＷＡの表彰 

大きなせんべいも賞品です 


